
九州建設情報社

球磨川緊急復旧工事(八代河川国道) 

３箇所を１０日で完了、施工対応に土井組、中山建設、福岡建設 

 

７月２８日に発生した熊本地震で、国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所は、

球磨川において４４箇所の変状を確認。このうち、大きな変状が見られた３箇所は２４時

間体制で緊急復旧工事を進め、１０日間（約２４０時間）で緊急復旧工事を完了させた。

また、並行して進めてきたその他箇所の応急対策も終えた。 

 緊急復旧工事が行われたのは、八代市萩原一丁目地先の球磨川右岸６ｋ２００～６ｋ４

５０付近で堤防縦断亀裂（被災延長Ｌ＝２５０ｍ）が発覚。７月２９日１６時４０分から、

緩んだ堤防土砂を撤去し堤防の再構築に着手し、８月７日１８時００分に完了。「災害時に

おける応急対策工事に関する基本協定」に基づき㈱土井組が施工に携わった。 

 八代市古麓町の球磨川右岸８ｋ０００付近でも堤防縦断亀裂（被災延長Ｌ＝４０ｍ）。７

月３１日２１時００分から亀裂が発生した堤防の法面保護を実施し８月４日１２時００分

に完了。同協定に基づき㈱中山建設が担当した。 

 八代市渡町の球磨川左岸８ｋ５４０付近も堤防縦断亀裂（被災延長Ｌ＝４０ｍ）。７月３

１日２２時００分から亀裂が発生した堤防の法面保護に取り組み、８月５日１５時００分

に完了。同協定に基づき㈱福岡建設が工事した。 

 

応急対策工事箇所 

https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji260810-4-1.pdf

